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４ 申請関係様式 

１ 施工基準第１号様式「給水装置工事申込書」 

２ 施工基準第２号様式「給水装置工事施行に係る利害関係人の同意書・誓約書」 

３ 施工基準第３号様式「使用材料基準適合確認書」 

  ４ 施工基準第４号様式「設計図」 

  ５ 施工基準第５号様式「完成図」 

６ 施工基準第６号様式「給水装置工事申請書類チェックリスト」 

 ７ 施工基準第７号様式「三階以上建物直結直圧式給水事前協議申請書」 

８ 施工基準第８号様式「三階以上建物直結直圧式給水調査報告書」 

 ９ 施工基準第９号様式「直結増圧式給水事前協議申請書」 

  10 施工基準第 10 号様式「直結増圧式給水調査報告書」 

11 施工基準第 11号様式「直結増圧式給水装置設置申請書」 

  12 施工基準第 12 号様式「直結増圧式給水装置調書」 

  13 施工基準第 13 号様式「直結増圧式給水装置に関する承諾書（新設・既設）」 

  14 施工基準第 14 号様式「貯水槽水道（設置・変更・撤去）届」   

  15 施工基準第 15 号様式「給水装置工事検査申請書」 

  16 施工基準第 16 号様式「給水装置工事検査確認表」 

  17 施工基準第 17 号様式「給水装置工事完成届」 

18 施工基準第 18号様式「給水装置工事取下げ届・給水装置工事設計変更届」 

  19 施工基準第 19 号様式「給水装置所有者変更届」 

20 施工基準第 20号様式「給水装置代理人・管理人（選定・変更）届」 

  21 施工基準第 21 号様式「自己認証品使用報告書」 

  22 施工基準第 22 号様式「給水装置への切替えに伴う調査報告書（受水槽以下設備等使  

用」 

  23 施工基準第 23 号様式「活水器等設置申請書」 
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施工基準第１号様式

受付日

広島県水道広域連合企業団 受付番号

水栓番号

申込者（給水装置所有者）

　　住　所  〒 　

　　氏　名 印

　           （電話）

　号

（電話）

　号

階　層 階 （地上　　　階　　地下　　　階）

用　途

　令和　　　年　　　月　　　日

［摘要］

領収

領収　検査日（完了日） 　　　　  年　　  月　　  日 加入金 金額

　メーター口径
　   mm　   個　     mm　　 個 新設

　   mm　   個　     mm　　 個 口径の増加

　審査承認日 　　　　  年　　  月　　  日 設計審査手数料

　検査日（受付日） 　　　　  年　　  月　　  日 工事検査手数料

  設計審査日（受付日）　　　　  年　　  月　　  日 手数料 金額

完 工 予 定 日

工　事　場　所

工　事　種　別 　□ 新設　　□ 改造　　□ 修繕　　□ 撤去

給　水　方　式 　□ 直結直圧式　□ 直結増圧式　□ 貯水槽式　□ 併用式（　　　　　　）

建　物　概　要
□ 戸建住宅　□ 共同住宅　□ 店舗　□ 工場　□その他（　　　　　）

　同 意 承 諾 関 係  利害関係同意書（家屋、土地、給水装置） □有 □無   ／  誓約書 □有 

　　（フリガナ）

　私は、「広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する条例」及びその他企業

長が定める規程に遵守し、給水装置工事を申し込みます。また、下記の指定給水装置工事事業者に工事に必要な手

続き及び施工を委任します。なお、この工事に対する利害関係人の同意は、既に申込者が得ていますが、万一、利

害関係人その他の者から異議があった場合及び本給水装置に起因とした問題が生じた場合は、申込者及び委任者の

責任において解決し、企業団に一切迷惑をかけません。

指 定 給 水 装 置
工 事 事 業 者

　住　　　所

事業者名及び
代表者名

（指定番号）第

給水装置工事
主任技術者名 （交付番号）第

　　　　　　　　　　給水装置工事申込書
　　  年　 月　 日

企業長　様



Ⅸ-4-3 

 

 

✔ 給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

✔ 給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

✔

✔ 当該同意後、自らの給水装置の出水量に影響することがあっても異議申し立てはしません。

✔ 給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

　２　利害関係についての責任は申込者にあり、問題が生じても当事者間で解決し、広島県水道広域連合企業団に

年 月 日

広島県水道広域連合企業団　　

企業長　様

住　所

ふりがな

氏　名 印

※同意書及び誓約書は，各所有者の住所氏名を記入及び押印してください。

※利害関係人の同意について，各所有者が複数の場合は，空欄の使用又は別に作成した同意書を添付してください。

申　込　者
（給水装置所有者）

　 （電話）

誓　　約　　書

　１ 給水装置の維持管理には十分留意し、漏水等による修繕及び損害は申込者において責任をもって負担します。

　　　一切の迷惑をおかけしません。

給水装置工事申込者から、同意の依頼を受けました給水装置工事について、同意します。

住　　所

氏　　名
ふ り が な

印

給水装置所有者

住　　所

氏　　名
ふ り が な

印

土地の所有者

住　　所

氏　　名
ふ り が な

印

     施工基準第２号様式

給水装置工事施行に係る利害関係人の同意書　（直筆）

家屋所有者

住　　所

氏　　名
ふ り が な

印
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自己認証 指定仕様

JIS JWWA その他

　設　計 　　　　　年　　月　　日

　竣　工 　　　　　年　　月　　日

指定事業者名

主任技術者名

連絡先

  施工基準第３号様式

使 用 材 料 基 準 適 合 確 認 書

　申請者

　工事場所

使用材料

材料名 口径等

基準適合

団体規格 第三者認証

認証番号,型番等

　分岐部からメーターまでの材料

　その他材料（メーター以降）

　特殊器具

※　自己認証品の場合は、基準適合試験成績書等を別に添付してください。

※　使用材料欄が足りない場合は、上記材料欄に別紙と記入し、作成したものを添付してください。

※　「基準適合」は、該当するものに✓を記入し、「第三者認証」は、当該材料の認証番号又は型番を記入してください。

※　「その他材料」は、「継手類」、「水栓類」、「止水栓類」とまとめて表記してください。

※　団体規格の「その他」は、該当団体名を記入してください。
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　　設計図

作成年月日  　　　　年　　 月　 　日  

施工基準第４号様式

水栓番号
申込者 指定給水装置工事

業者

主任技術者

工事場所
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　　完成図

作成年月日  　　　　年　　 月　 　日  

施工基準第５号様式

水栓番号
申込者 指定給水装置工事

業者

主任技術者

工事場所
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

　　　　　連絡先（TEL）

 建物名称

 建築場所

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

 使用水量 ㎥／時

 分岐口径  配水管 ㎜  分岐給水管

 方式

 添付書類

 水圧値

 測定箇所

 測定日時

※参考とする水圧測定場所は、案内図に示してください。

※適用する事項に、☑してください。

㎜

 □直圧式給水　　　□貯水槽併用式給水

 案内図、建物立・平面図、給水平面図、給水系統図

 水圧測定値
（参考）

ＭＰａ

 □蛇口　□散水栓　□メーター　道路面からの高さ　　ｍ

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

 給水戸数
　　戸数

　　給水人数

 一日最大使用水量 ㎥／日　瞬時最大流量

　次の建物に直圧給水をしたいので、事前協議を申請します。

 事業目的
　□マンション　□アパート　□店舗　□事務所　□雑居ビル

　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　連絡先（TEL）

施工基準第７号様式

年　　月　　日

三階以上建物直結直圧式給水事前協議申請書

申請者　　住所

　　　　　氏名

担当者　　社名

　　　　　担当者氏名
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様

　ます。

 建物名称

 建築場所

 協議番号

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

配水管口径 　　φ ㎜ 　管種

給水管口径 　　φ ㎜ 　管種

 場所

 口径

 配水管水圧

 給水の可否

　　　水圧」からの可否であり、実際には、給水装置工事申請に基づいた設計審査によりま

　　　す。

　　　余裕を持った水理計算等でお願いします。

　　　　なお、この水圧は、事前協議申請で測定いただいた「水圧測定値」を参考に、既存

　　　配水管データ、水圧測定等からの現状の水圧になります。

　※　適用する事項に、☑してください。

企業長

     施工基準第８号様式

年　　月　　日 

三階以上建物直結直圧式給水調査報告書

広島県水道広域連合企業団

　　　年　　月　　日付けで申請のありましたこのことについて、次のとおり報告いたし

受付年月日 　　　　　年　　　月　　　日

　　２　当該建築物の給水装置工事の設計に当たっては、「配水管水圧」の水圧に基づき、

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

 給水戸数
　　戸数

　　給水人数

配水管の状況

 配水管水圧 ㎜

ＭＰａ

　□ 可　　□ 不可

　※　設計に際しての注意事項

　　１　「給水の可否」は、上記建築物への給水について、「配水管の状況」及び「配水管
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

　　　　　連絡先（TEL）

 建物名称

 建築場所

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

 使用水量 ㎥／時

 分岐口径  配水管 ㎜  分岐給水管

 方式

 添付書類

 給水開始日

 水圧値

 測定箇所

 測定日時

※参考とする水圧測定場所は、案内図に示してください。

※適用する事項に、☑してください。

㎜

 □直結増圧式給水　　　□直結直圧併用式給水　　　□貯水槽併用式給水
 □直結直圧・貯水槽併用式給水

 案内図、建物立・平面図、給水平面図、給水系統図、増圧装置機種仕様

　　　　　年　　　月　　　日　（希望日）

 水圧測定値
（参考）

ＭＰａ

 □蛇口　□散水栓　□メーター　道路面からの高さ　　ｍ

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

 給水戸数
　　戸数

　　給水人数

 一日最大使用水量 ㎥／日　瞬時最大流量

　次の建物に直結増圧給水をしたいので、事前協議を申請します。

 事業目的
　□マンション　□アパート　□店舗　□事務所　□雑居ビル

　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　連絡先（TEL）

施工基準第９号様式

年　　月　　日

直結増圧式給水事前協議申請書

申請者　　住所

　　　　　氏名

担当者　　社名

　　　　　担当者氏名
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様

　ます。

 建物名称

 建築場所

 協議番号

 建築階高

給水戸数 戸

給水人数 人

配水管口径 　　φ ㎜ 　管種

給水管口径 　　φ ㎜ 　管種

 場所

 口径

配水管水圧

 給水の可否

　　　水圧」からの可否であり、実際には、給水装置工事申請に基づいた設計審査によりま

　　　す。

　　　余裕を持った水理計算等でお願いします。

　　　　なお、この水圧は、事前協議申請で測定いただいた「水圧測定値」を参考に、既存

　　　配水管データ、水圧測定等からの現状の水圧になります。

　※　適用する事項に、☑してください。

　　２　当該建築物の給水装置工事の設計に当たっては、「配水管水圧」の水圧に基づき、

　□ 新築　地上　　階　地下　　階　 □ 既設　地上　　階　地下　　階

 給水戸数
　　戸数

　　給水人数

配水管の状況

 配水管水圧 ㎜

ＭＰａ

　□ 可　　□ 不可

　※　設計に際しての注意事項

　　１　「給水の可否」は、上記建築物への給水について、「配水管の状況」及び「配水管

　　　年　　月　　日付けで申請のありましたこのことについて、次のとおり報告いたし

受付年月日 　　　　　年　　　月　　　日

企業長

施工基準第10号様式

年　　月　　日 

直結増圧式給水調査報告書

広島県水道広域連合企業団
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

　　　　　連絡先（TEL）

　※給水装置工事に係る申込み図書

　指定給水装置工事事業者

　給水装置工事主任技術者

　直結増圧式給水装置調書、直結増圧式給水に関する承諾書、

　添付書類 　増圧ポンプ仕様書、減圧式逆流防止器仕様書

　直結増圧式給水装置を設置するに当たり、次のとおり申請します。

　設置場所

　建築物の概要

　　　　　氏名

施工基準第11号様式

年　　月　　日 

直結増圧式給水装置設置申請書

申請者　　住所
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 建物階数  地上 階 地下 階

 住戸数  集合住宅 戸 ・ その他 戸

 配水管口径・管種 ㎜ m

 給水管口径 ㎜

口径 ㎜ 戸

  ㎜ ㎜ 戸

 計画使用水量 ㎥/日  瞬時最大水量

 水圧   設計水圧 MPa  末端設定水圧

 増圧装置設置場所　　　地上　　　階　　・　その他（　　　　　）

 増圧装置  メーカー名

 型式

 性能・仕様  仕様

 メーカー名

 型式

 管理人

 管理方法

 検針方法

　　※　適用する事項に、☑してください。

 減圧式逆流防止器

 増圧装置の損失水頭（ｈ３）

 増圧装置２次側の給水管や給水器具の損失水頭（ｈ４）

 増圧装置と末端最高位給水器具との高低差（ｈ５）

 末端最高位の給水器具を使用するために必要な圧力（Ｐ'）

 総損失水頭（ｈｔ）　ｈｔ＝ｈ１＋ｈ２＋ｈ３＋ｈ４＋ｈ５

 設計水圧（Ｐ０） m 

 配水管と増圧装置との高低差（ｈ１）

 増圧装置１次側の給水管や給水器具の損失水頭（ｈ２）

 １日最大使用水量 ℓ/min

MPa

 最高給水栓高

 量水器バイパスユニット  有　・　無

 親メーター 　有　・　無  有　・　無 子メーター

　　　　施工基準第12号様式

直  結  増  圧  式  給  水  装  置  調  書

 給水形態

 直圧系統　　 階 ～　　階（　　　戸）　　増圧系統　   階 ～　　階（　　　戸）

 □増圧式給水　　　　□直結直圧併用式給水　　　　□貯水槽併用式給水

 □直結直圧・貯水槽併用式給水
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

　　　　　連絡先（TEL）

 住所

 氏名

 電話番号

　　器具についても、適正に保守します。

　①　増圧給水設備の特徴を理解し使用者等に周知させるとともに、増圧給水設備についての

　　苦情を企業団に一切申し立てません。

　②　増圧給水設備の故障等の緊急時に備え、修繕連絡先を明示し、周知を図ります。

　③　直結増圧式給水は、貯水槽式と異なり貯水機能がないため、配水管の断水・減水や緊急時

　　等、また、計量法に基づくメーターの取替え時等には、水の使用ができなくなることを承諾

　　し、使用者等に周知します。

　④　停電や故障により増圧ポンプが停止したとき又は断水や水圧低下により給水不良が発生し

　　た場合においては、共用の直圧給水栓を使用するよう周知します。

２　定期点検

　①　増圧給水設備の機能を適正に維持するため１年に１回以上の定期点検を行います。また、

　　必要に応じて保守点検や修繕を速やかに行います。使用者ごとに設置する逆流防止装置等の

１　使用者又は入居者等への周知

 給水装置の設置場所

 増圧給水設備等の管理者

 指定給水装置工事事業者

　上記の建物における直結増圧式給水について、次のことを承諾します。

　　　　　氏名

 施工基準第13号様式

年　　月　　日 

直結増圧式給水装置に関する承諾書（ 新設 ・ 既設 ）

申請者　　住所
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

住所

氏名

連絡先（TEL）

住所

階数 直結栓  有 ・ 無

φ ㎜ 取出口径 φ ㎜

材質

① ㎥ ② ㎥ 槽数 槽

材質

① ㎥ ② ㎥ 槽数 槽

年  月 日

                                施工基準第14号様式

年　　月　　日 

貯水槽水道（ 設置・変更・撤去 ）届

申請者

管
理
者

 □ 自主管理

 □ 委託管理 氏名又は名称

 建物名称

 建物所在地

建
物

用
途

 □ 共同住宅　（ ）戸　□ 戸建て　□ 事務所　□ 店舗　□ 工場　□ ホテル等

 □ 学校　□ 病院等　□ 社会福祉施設　□ 保健所等　□ その他（　　　　　　　）

施工年月 　　年　　月  地上　　階　地下　　階

給

水

方

式

 施工前

 □ 受水槽 ＋ 高置水槽　　　□ 直結給水方式（増圧給水を含む）

 □ 受水槽のみ　　　  　　　□  その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

 □ 増圧ポンプ ＋ 高置水槽

 施工後

 □ 受水槽 ＋ 高置水槽　　　□ 直結給水方式（３階直圧、　　　階直圧）

 □ 受水槽のみ　　　  　　　□ 直結増圧給水方式

 □ 増圧ポンプ ＋ 高置水槽　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

設
備

 親メーター口径 子メーター※  有（　　個）・ 無

 受水槽
 設置場所  屋内 ・ 屋外(　　階部)  FRP ・ RC ・（　　　　　　）

 有効水量

 高置水槽
 設置場所  屋内 ・ 屋外(　　階部)  FRP ・ RC ・（　　　　　　）

 有効水量

 □ 設置・□ 変更・□ 廃止  年月日

 設置理由

 □ 直結給水が認められない建物（化学薬品等扱う施設、配水管圧に影響がある施設）

 □ 設置が適当な建物（断水の影響が大きい施設、常時一定水圧水量が必要な施設）

 □ 配水能力不足（配水管の口径が小さい等）　□ メーター口径が大きい

 □ 貯留機能の確保（地震等断水対策）　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　）

※子メーターは、公設（企業団出庫）です。適用する事項に、☑してください。

 □ 水槽の数や容量等を変更するため（受水槽＋高置水槽 → 増圧ポンプ＋高置水槽等）

 □ 変更理由  □ 建物の取り壊し・建て替えのため（廃止）

 □ 廃止理由  □ 直結給水方式（増圧給水を含む）に切り替えるため（廃止）

 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

年 月 日

工事場所

施工基準第15号様式

年　　月　　日 

給 水 装 置 工 事 検 査 申 請 書

　給水装置工事が完成したので、給水条例第７条第２項
※
に基づき、関係書類を添えて工

事検査を申込みます。

水栓番号

指定給水装置工事
事業者

主任技術者

給水装置所有者

検査年月日

※「広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する条例」
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受付者

受付年月日

受付番号

目視・写真 聴取

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

通水確認 □ □ □

耐圧試験 □ □ □

□ □ □

検査年月日

交付番号 号

主任技術者

　ただし、隠ぺい部や埋設部等確認が困難又は不可能な場合、給水装置工事主任技術者への聴き取り確認をもってこれに代わるものとする。

申込者 第　　　　号

施工基準第16号様式

　　　　　給 水 装 置 工 事 検 査 確 認 表

工事場所 　　　年　　月　　日

検査（確認）項目 検査　（確認）　内容
給水装置工事
主任技術者
【確認欄】

検査立会者

分
岐
部
か
ら
メ
ー

タ
ー

ま
で

分岐部

分水栓が水平に設置され、防食がされていること

分岐位置が他の給水取出し口及び配水管継手等から30cm以上離れていること

配水管から確実に分岐されていること（誤接続でないこと）

配水管及び止
水栓設置状況

使用材料が適正であり、漏水がないよう適正な施工がなされていること

配管経路及び埋設深さなどが適正であり、完成図と相違ないこと

止水栓を適正な位置に傾きがなく設置され、完成図と相違ないこと

止水栓のスピンドルが筐の中心に設置され、正常に動作すること

メーター設置
及び配管状況

逆取付け、片寄りがなく、水平に取付けられていること

設置位置が検針や取替えに際し、支障がないこと

設置されている伸縮止水栓が操作に支障なく、有効な伸縮機能であること

　　　　　年　　　月　　　日

直結増圧給水
方式

増圧装置は、「水道用直結加圧型ポンプユニット（JWWA B 130）」の基準を満た
したものが設置されていること

最上部に吸排気弁・排泥弁、止水栓等が適正に設置されていること

逆止弁及び止水弁が適正に設置されていること

増圧装置の一次側に逆流防止の装置が内蔵されていること

貯水槽方式

受水槽の容量・材質等が完成図及び申請書に相違ないこと

受水槽は適正に設置され、設置位置が完成図と相違ないこと

吐水口と越流面との位置関係（吐水口空間）が適正であること

受水槽周辺の配管の固定・支持が適正になされていること

各給水用具は、確実にメーターを経由し、吐水量や動作状況が適正であること

所定の水圧による耐圧試験において、漏水や抜け、その他異常がないこと

水質等確認 残留塩素濃度（0.1mg/ℓ以上）・味・臭気・色などに異常がないこと

【検査所見】

メ
ー

タ
ー

２
次
側

直結給水方式

給水管の延長や給水用具等の設置位置が完成図と相違ないこと

配管及び給水用具は適正に固定され、ウォーターハンマー等が発生しないこと

配水管の水圧に影響をおよぼすおそれのあるポンプ等に直結されていないこと

配管の口径・経路・構造等が適正であること

水質汚染・破壊・侵食・凍結等を防止するための適正な措置がなされていること

水道以外の配管(井水、受水槽以下設備等)とクロスコネクションしていないこと

配管材料及び給水用具は、性能基準適合品を用い、完成図の記載内容に相違ない
こと

配管材料及び給水用具は、適切に接合、取付けがなされ漏水がないこと

※　該当項目に☑する。検査立会人【確認欄】の記入に当たり、各検査項目（内容）については、原則として写真・目視をもって確認する。

　　　　□ 良好である

　　　　□ 軽微な改善を要するが概ね良好である

　　　　□ 再検査を要する

　　　　（再検査予定日　　　　　年　　　　月　　　　日）

　当該申請物件は、上記確認欄の記載に基づき施工しており、これに相違ないことを誓約いたします。

　【指定給水装置工事事業者】 【給水装置工事主任技術者】
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

年 月 日

工事場所

施工基準第17号様式

年　　月　　日 

給 水 装 置 工 事 完 成 届

　給水装置工事が完成したので、水道法施行規則第23条第3号に基づき、届出します。

水栓番号

指定給水装置工事事業者

主任技術者

給水装置所有者

完成年月日
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年 月 日

※取扱月日 年 月 日

※取扱月日は、記入しないでください。

企業長　様

施工基準第18号様式

年　　月　　日 

                       □ 給水装置工事取下げ届

　　　　　　　　　　　 □ 給水装置工事設計変更届

広島県水道広域連合企業団

工事場所

水栓番号

　受付番号

（指定工事業者）

届出者

申込者
住所

氏名　 　電話番号

工事申請年月日

主任技術者

［理由]
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

届 出 者

　　　　　連絡先（TEL）

　　　□ 給水中  □ 中止中

　　　□ 有（口径φ ㎜）　　□ 無

住　所

ふりがな

氏　名

連絡先  （ ）

住　所

ふりがな

氏　名

連絡先  （ ）

※旧所有者が所在不明、その他の理由で同意署名が得られないときは、新所有者が所有権を
取得したことを証する書類を添付すること。

 給水装置設置場所

 給水装置の状況

 メーターの設置状況

誓　約

　 当該給水装置の所有者を変更するに当たり、利害関係人の承諾を得ていますが、第三者との問題
  が生じた場合は、変更後の所有者が責任をもって解決します。

給水装置所有者
（変更後）

　　　　　氏　名

施工基準第1９号様式

年　　月　　日

給水装置所有者変更届

        　住　所

給水装置所有者
（変更前）

　給水装置の所有者を変更したいので、下記のとおり届出ます。

旧

新
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

建物名

室番号等 室番号等 氏名

※「広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する条例」

適用

 選定・変更日 年　　　　月　　　　日

氏名 適用

 水栓番号

 □ 選定代理人
住所

氏名

 □ 選定管理人

 □ 旧代理人
住所

氏名

 □ 旧管理人

 　　　　　　 施工基準第20号様式

年　　月　　日 

給水装置代理人・管理人（選定・変更）届

　給水条例第18条及び第19条※の規定により届け出ます。

 設置場所
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

指定工事事業者

代表者

主任技術者

連絡先（電話番号）

 水 栓 番 号

 工 事 場 所

 工 事 申 込 者

口　径

使　用　自　己　認　証　品

 　　　   施工基準第21号様式

年 　　月 　　日 

自 己 認 証 品 使 用 報 告 書

下記工事の施工にあたり、自己認証品を使用しますので報告いたします。

品　　　名 型 式 製 造 会 社 名

※使用自己認証品について、求められる性能基準に適合していることを証する、検査機関の試験成績

書を添付してください。



 

Ⅸ-4-23 

 

 

 

 

 

広島県水道広域連合企業団

企業長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定工事業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任技術者氏名　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先（TEL）

下記のとおり、受水槽以下設備等の既設給水設備の調査内容を報告します。

１　設置場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　建物名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４　使用材料の確認

　　　構造及び材質基準：水道法施行令第6条の基準（　適合　・　不適合　）

５　配管の確認

　　　提出図面のとおり

６　管更生工事の経歴

　　　経歴（　有　・　無　）

　　　ライニングの塗装・工法等の状況（　確定　・未確定　）

７　水圧試験　（１．７５MPaの水圧を１分間加圧）

　　　漏水（　有　・　無　）

８　水質試験

　　　添付書類のとおり

９　添付書類

　⑴   既設給水設備（給水管及び給水器具）の平面図・立面図

　⑵   水圧試験実施中の写真

　⑶   水道法第20条第3項に規定する水質試験成績証明書

記

      施工基準第22号様式

年 　　月 　　日

給水装置への切替えに伴う調査報告書（受水槽以下設備等使用）
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広島県水道広域連合企業団

企業長　様

活水器等の設置場所

住所

氏名

電話番号

 指定工事事業者

　します。

（水質責任について）

（維持管理について）

（利害関係人への周知）

（その他）

※「広島県水道広域連合企業団水道事業の給水及び水道用水供給事業の供給に関する条例」

           施工基準第23号様式

年　　月　　日

活　水　器　等　設　置　申　請　書

 申請者（所有者）の
 住所・氏名

　　応じて適正な管理を行います。

　３　集合住宅等、申請者（所有者）以外の使用者がいる場合は、活水器等の使用状況及び

　　管理責任等について説明し、使用についての承諾を得ておきます。

　４　活水器等に起因して問題が生じた場合は、申請者（所有者）が責任をもって解決します。

 活水器等の型式名
 及び認証番号等

　　給水装置の主管部への活水器又は浄水器等の設置について、下記の条件を承諾の上、申請

記

　１　企業団の水質責任範囲は、活水器等の上流までとし、これより下流は申請者（所有者）

　　の責任で管理します。

　２　給水条例※第24条「水道使用者の管理上の責任」の規定に基づき、活水器等の使用に


